日本子ども虐待防止学会 第15回学術集会埼玉大会　～児童虐待防止法制定10周年記念大会～

期  日 ：  ２００９年11月29日（日）
本大会11月27日（金）～28日（土）の翌日、国際シンポジウムが開催されます
会  場 ：  大宮ソニックシティ　小ホール（埼玉県大宮市、ＪＲ大宮駅西口から徒歩3分）
定  員 ：  480名　　　　　　　　　　
受講料 ：  本大会にも参加される方　3,000円、　国際シンポジウムのみ参加される方　6,000円
対  象 ：  子どもの虐待の援助に携わるすべての専門職、行政職、民間団体、ボランティアの方
主  催 ：　日本子ども虐待防止学会第15回学術集会埼玉大会実行委員会、日本子ども虐待防止学会
　　　　 　 （財）明治安田こころの健康財団（国際シンポジウムのみ）

後　援　:   厚生労働省、埼玉県、さいたま市、日本小児科学会　ほか（申請予定）
申し込み方法：　第15回記念学術集会埼玉大会ホームページ　　　http://www.toptour.co.jp/conv/3306/jaspcan15/ 
　ホームページは、「埼玉　jaspcan」でも検索できます。
お問合せ先　：　運営事務局　トップツアー大宮支店　電話：048-640-1009　（担当：大伴様、江又様）

　
     　　

時　　間�
テ 　ー 　マ　および　講師　（敬称略）�
�
「子ども虐待とアタッチメント　～アタッチメントに焦点を当てたケア・治療～」


座長：田中　究　  　（神戸大学大学院医学研究科精神医学分野　准教授）


奥山 眞紀子 （国立成育医療センター　こころの診療部長）�
�
9:30～11:30�
基調講演「子ども虐待とアタッチメント（仮題）」　


Neil Boris　（米国 Tulane大学　精神神経科准教授、小児科准教授）�
�
11:30～12:30�
昼休み　（昼食は各自でお取りください）�
�
12:30～16:00   パネルディスカッション�
�



12:30～13:10「被虐待乳幼児の発達-施設通常養育、アタッチメントプログラムを付加した施設、里親養育の比較」


青木　豊　（あつぎ心療クリニック附属　相州乳幼児家族心療センター　センター長）


13:10～13:50「子どもと養育者の関係性の強化：トラウマに焦点を当てたプレイセラピーの活用」


西澤　哲　（山梨県立大学人間福祉学部コミュニティー福祉学科教授）


13:50～14:30「日本の児童福祉施設における被虐待児童の持つアタッチメントの問題に対する援助」


森田　展彰　（筑波大学大学院人間科学研究科ヒューマン・ケア科学専攻（精神医学）講師）


14:45～16:00「ディスカッション」


�
�






　　虐待を受けた子どもの重大な問題の一つとして、守ってもらえる体験の少なさから、守ってくれる他者を信じることができないというアタッチメント形成の問題がある。今回の国際シンポジウムではアタッチメント研究の第一人者であるボリス先生を迎え、虐待を受けた子どものアタッチメント形成の問題とその治療に関する知見を交換し合い、深めていきたい。


日本からは、乳幼児精神医学を本格的に学んでこられ、乳幼児のアタッチメントの問題とその治療を手掛けている青木豊先生に乳児院および里親のケアに関しての発表をしていただき、虐待を受けた子どもの治療を長年行ってきた西澤哲先生に施設職員と子どもおよび里親と子どもの関係性に関してアタッチメントの視点から治療プログラムの経験を語っていただき、養護施設入所中の子どもたちに遊びを通してアタッチメントの視点からの治療を行ってきた森田展彰先生に養護施設でのケア・治療に関してのお話を頂く。最後にボリス先生も交えてディスカッションを行う予定である。


なお、当日は同時通訳が入る予定である。虐待を受けた子どもとかかわっている多くの現場の方々のご参加をお待ちしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【 国立成育医療センター　こころの診療部長　　奥山眞紀子】


























　　　　　　　　　　　　　　　                                             （企画　白梅学園大学学長　汐見　稔幸）








守ろう、創ろう、子どもの未来　～虐待防止の最前線、虐待研究の最前線～


              国際シンポジウム


「子ども虐待とアタッチメント ～アタッチメントに焦点を当てたケア・治療～」








